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は
じ
め
に

館た
ち

柳り
ゅ
う

湾わ
ん

（
宝
暦
一
二
年
〈
一
七
六
二
〉
〜
天
保
一
五
年
〈
一
八
四
四
〉）

は
越
後
の
人
、
江
戸
に
出
て
亀
田
鵬
斎
に
学
ん
だ
後
、
林
述
斎
に
従
い
、
役

人
と
し
て
飛
騨
高
山
な
ど
に
赴
任
し
た
。
詩
集
と
し
て
は
、『
柳
湾
漁
唱
』

初
集
（
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
序
）、
二
集
（
天
保
二
年
〈
一
八
三
一
〉

序
）、
三
集
（
天
保
一
二
年
〈
一
八
四
一
〉
序
）
を
著
し
、
ま
た
、
中
晩
唐

を
中
心
に
多
数
の
中
国
詩
の
詞
華
集
を
刊
行
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
詩
文
や
逸

事
を
漢
籍
か
ら
集
め
た
歳
時
記
『
林
園
月
令
』
を
編
ん
だ
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
（
1
）。

本
稿
が
試
み
る
の
は
、
こ
の
柳
湾
の
詩
に
つ
い
て
の
理
解
、
と
く
に
数
百

に
の
ぼ
る
彼
の
詩
の
な
か
で
、
ど
の
作
が
高
い
評
価
を
得
た
か
に
つ
い
て
、

近
世
後
期
か
ら
大
正
期
ま
で
の
間
の
通
時
的
な
変
遷
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ

る
。
幾
多
の
漢
詩
人
の
な
か
で
殊
更
に
柳
湾
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
彼
の
詩

を
め
ぐ
る
議
論
に
は
、
近
世
後
期
以
降
の
漢
詩
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
遷
を

知
る
上
で
き
わ
め
て
示
唆
に
富
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

柳
湾
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
こ
れ
ま
で
近
代
の
作
家
永
井
荷
風
と
と
も
に
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
荷
風
は
、
そ
の
著
『
改
訂

下
谷
叢
話
』（
昭

和
一
四
年
〈
一
九
三
九
〉）「
第
十
三
」
に
お
い
て
、「
柳
湾
は
江
戸
詩
人
の

中
わ
た
く
し
の
最
も
愛
誦
す
る
も
の
で
あ
る
。」（『
荷
風
全
集
』〈
以
下
、

『
全
集
』
と
言
う
〉
第
一
五
巻
・
一
八
二
頁
）
と
述
べ
た
が
、
柳
湾
の
詩
に

対
す
る
自
身
の
感
想
を
、『
葷く
ん

斎さ
い

漫ま
ん

筆ぴ
つ

』（
大
正
一
四
年
〈
一
九
二
五
〉
二
〜

一
〇
月
、『
全
集
』
第
一
五
巻
、
執
筆
は
一
部
大
正
一
三
年
）
に
お
い
て
記

し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
荷
風
は
、
自
身
の
生
活
体
験
や
父
禾
原
に
関
す
る
思

い
出
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、「
秋
尽
」
や
「
初
冬
即
時
」、「
雑
司
谷
雑
題
」

な
ど
の
柳
湾
の
詩
に
対
す
る
自
ら
の
愛
着
を
語
っ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
荷
風
に
よ
る
評
価
は
、
近
世
期
以
降
の
様
々
な
柳
湾

の
詩
に
対
す
る
見
方
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
荷
風
の
見
解
は
、
そ
れ
以

前
の
時
期
の
柳
湾
理
解
と
様
々
な
か
た
ち
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
荷

風
研
究
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
荷
風
の
柳
湾
評
価
の
意
義
と
特
徴
は
、
1
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そ
れ
以
前
の
柳
湾
理
解
と
の
比
較
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
で
き
る
と

言
い
得
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
近
世
漢
詩
史
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
荷
風

の
柳
湾
詩
評
価
の
意
義
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
ゆ
く
。

一

江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
初
期
に
か
け
て
の
柳
湾
評

柳
湾
に
つ
い
て
の
後
世
の
評
価
を
検
討
す
る
前
に
、
柳
湾
在
世
時
に
、
彼

が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
ど
う
い
っ
た
詩
が
注
目
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
。

柳
湾
が
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
得
る
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
菊
池
五
山

『
五
山
堂
詩
話
』
へ
の
詩
の
掲
載
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
同
書
の
巻
三

（
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉）、
巻
六
（〈
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉）、
補
編
の

巻
三
（
文
政
九
年
〈
一
八
二
六
（
2
）〉）
に
お
い
て
、
柳
湾
の
詩
が
評
さ
れ
て
い

る
。
五
山
は
こ
れ
ら
の
文
章
の
な
か
で
、「
二
人
同
宗
中
晩
、
而
小
異
其
趣

（
二
人
〔
筆
者
注

柳
湾
と
巻
菱
湖
の
こ
と
〕
は
同と
も

に
中
晩
〔
筆
者
注

中

晩
唐
の
こ
と
〕
を
宗
と
す
る
も
、
其
の
趣
を
小
異
す
）」
や
「
柳
湾
仕
為
小

吏
、
半
生
為
風
塵
所
累
。
然
吟
詠
不
絶
。
和
雅
醞
藉
、
似
其
人
（
柳
湾
、
仕

へ
て
小
吏
と
為
り
、
半
生
、
風
塵
の
累
す
る
所
と
為
る
。
然
れ
ど
も
吟
詠
絶

え
ず
。
和
雅
醞
藉
、
其
の
人
に
似
た
り
））」
な
ど
と
述
べ
、
柳
湾
の
温
和
で

清
廉
な
人
柄
や
中
晩
唐
詩
に
対
す
る
愛
着
な
ど
を
説
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
柳
湾
像
は
、『
柳
湾
漁
唱
』
や
和
刻
本
の
詩
集
の
序
跋
に
お
け

る
記
述
な
ど
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
、『
柳
湾
漁
唱
三
集
』

の
朝
川
善
庵
の
序
に
は
「
君
之
於
詩
、
刻
意
学
唐
、
字
句
欲
其
必
全
雅
、
平

仄
欲
其
必
全
協
。
百
錬
千
磨
、
漸
老
漸
熟
。
久
之
、
融
洽
入
変
、
宛
然
唐
音

矣
（
君
の
詩
に
於
け
る
や
、
刻
意
、
唐
を
学
び
、
字
句
は
其
の
必
ず
全
て
雅

な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
平
仄
は
其
の
必
ず
全
て
協か
な

は
ん
こ
と
を
欲
す
。
百
錬

千
磨
、
漸
く
老
い
漸
く
熟
す
。
之
を
久
し
う
し
て
融ゆ
う

洽こ
う

し
変
に
入
り
、
宛
然

た
る
唐
音
と
な
れ
り
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
唐
詩
を
貴
び
、
入
念
の
字
句
を
推
敲
す
る
と
い
う
柳
湾
の
イ
メ
ー
ジ
が

人
々
の
間
に
浸
透
し
、
そ
れ
は
よ
り
後
の
時
代
の
柳
湾
に
関
す
る
記
述
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
柳
湾
の
ど
の
詩
を
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
方
向
性
が

見
ら
れ
な
い
。
詞
華
集
に
お
け
る
収
録
状
況
か
ら
、
そ
の
様
相
を
探
り
た
い
。

存
命
中
、
柳
湾
は
い
く
つ
か
の
詞
華
集
に
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。
全
国
規

模
の
詞
華
集
『
采
風
集
』（
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
刊
）
や
、
越
後
の
詩

家
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
鴎
盟
集
』（
文
化
一
一
年
〈
一
八
一
四
〉
刊
）、

『
北
越
古
今
詩
選
』（
文
政
六
年
〈
一
八
二
三
〉
刊
）、
ま
た
、
弟
の
巻
菱
湖

の
手
に
な
る
『
篋
中
集
』（
文
化
一
三
年
〈
一
八
一
六
〉
序
）、
発
行
し
た
時

期
の
元
号
を
書
題
に
冠
し
た
、
い
わ
ゆ
る
元
号
絶
句
集
『
文
政
十
七
家
絶

句
』（
文
政
一
一
年
〈
一
八
二
八
〉
刊
）、『
天
保
三
十
六
家
絶
句
』（
天
保
九

年
〈
一
八
三
八
〉
刊
）
が
そ
れ
に
当
た
る
。

こ
れ
ら
の
詞
華
集
に
お
い
て
、
同
じ
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
必
ず

し
も
多
く
な
い
。
詞
華
集
の
編
纂
に
際
し
て
、
以
前
に
収
載
さ
れ
た
作
と
の

重
複
を
避
け
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
、
自
ら
が
投
寄
す
る
場

合
、
新
作
を
発
表
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
菊
池
五
山
『
五
山
堂
詩
話
』
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
柳
湾
の

詩
は
、
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
（
3
）、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
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「
高
山
竹
枝
（
第
二
首
）」
は
、『
五
山
堂
詩
話
』（
巻
三
）、『
鴎
盟
集
』、『
文

政
十
七
家
絶
句
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
作
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
。
柳
湾
の
好
尚
を
う
か
が
う
た
め
に
、
こ
こ
に
示
す
。

牙
梳
月
様
製
来
新

牙
梳

月
様
に
し
て

製
し
来
り
て
新
た
な
り

雲
鬢
当
中
出
半
輪

雲
鬢
の
当
中
に

半
輪
を
出
す

清
光
剛
道
東
山
好

清
光

剛つ
ね

に
道い

ふ

東
山

好よ

し
と

何
似
月
梳
巧
照
人

何
ぞ
似し
か

ん

月
梳
の
巧
み
に
人
を
照
ら
す
に

（『
柳
湾
漁
唱
』）

詩
は
、
ま
ず
美
し
い
女
性
の
挿
し
た
象
牙
の
櫛
を
、
黒
髪
の
な
か
に
半
月

が
出
た
か
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
実
際
の
月
と
櫛
と

の
比
較
に
話
題
を
転
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
、
東
の
山
に
照
る
月
ば

か
り
を
賞
美
す
る
が
、
む
し
ろ
、
夜
間
、
美
人
の
髪
に
宿
る
月
の
方
が
よ
り

美
し
く
人
を
照
ら
し
出
す
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
後
述
す
る
明
治
初
期
の
漢
詩
人
森
春
濤
は
、
こ
の
詩
を
踏
ま
え
、

「
惆
悵
月
梳
今
不
見
／
如
梳
月
尚
挂
東
山
（
惆
悵
た
り

月
梳

今
は
見
え

ず
／
梳
の
如
き
月

尚
ほ
東
山
に
挂
く
）」（「
高
山
竹
枝
詞
（
第
一
一
首
）」

『
春
濤
詩
鈔
』
巻
八
）
と
い
う
詩
句
を
作
っ
て
い
る
。

柳
湾
の
死
後
も
、
大
槻
磐
渓
『
新
選
十
二
家
絶
句
』（
嘉
永
七
年
〈
一
八

五
四
〉
刊
）、
石
川
介
斎
編
『
皇
朝
分
類
名
家
絶
句
』（
明
治
三
年
〈
一
八
七

〇
〉
刊
）
な
ど
に
彼
の
作
品
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
名
の
通
っ

た
専
門
の
詩
家
の
作
品
を
集
め
た
本
格
的
な
詞
華
集
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治

家
な
ど
の
作
も
収
録
す
る
、
明
治
期
の
よ
り
通
俗
的
な
詩
集
で
あ
る
『〈
才

子
必
誦
〉
崑
山
片
玉
』（
明
治
八
年
〈
一
八
七
五
〉）
や
『
今
古
百
家
詩
文
』

（
明
治
一
一
年
〈
一
八
七
八
〉）『〈
騒
士
必
読
〉
今
古
詩
文
』（
同
）
な
ど
に

も
そ
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

柳
湾
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
鈴
木
瑞
枝
は
、『
日
本
漢
詩
人
選
集
第
一

三
巻
・
館
柳
湾
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
解
説
に
お
い
て
「
こ
の
後

〔
筆
者
注
『
天
保
三
十
六
家
絶
句
』
の
こ
と
〕
に
出
る
詞
華
集
か
ら
、
彼
の

詩
が
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
二
三
四
頁
）
と
述
べ
、

幕
末
期
以
降
、
人
々
の
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も

そ
う
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
う
ち
『
新
選
十
二
家
絶
句
』
中
の
詩
は
、
収
載
さ
れ
た
二
〇
首
中
、

一
三
首
が
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
、
四
首
が
『
天
保
三
十
六
家
絶
句
』
と

重
複
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
先
行
す
る
詞
華
集
を
参
照
し
な
が
ら
詩
を
採
録

し
た
と
推
測
さ
れ
る
（
4
）。
こ
の
ほ
か
、『
今
古
百
家
詩
文
』
所
収
の
三
首
の
詩

は
す
べ
て
『
皇
朝
分
類
名
家
絶
句
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
（
5
）、
選
ば
れ
る

詩
の
固
定
化
が
確
認
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
な
お
柳
湾
の
詩
に
対
す

る
評
価
に
、
定
ま
っ
た
方
向
性
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

二

坂
口
五
峰
『
北
越
詩
話
』
に
お
け
る
柳
湾
評

柳
湾
評
価
の
一
つ
の
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
、

越
後
の
漢
詩
人
坂
口
五
峰
（
名
・
仁に

一い
ち

郎ろ
う

、
安
政
六
年
〈
一
八
五
九
〉
〜
大

正
一
二
年
〈
一
九
二
三
〉、
坂
口
安
吾
の
父
）
に
よ
る
『
北
越
詩
話
』
の
刊

行
で
あ
る
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
五
峰
は
、
越
後
蒲

原
の
富
農
の
家
に
生
ま
れ
、『
新
潟
新
聞
』
の
社
主
を
つ
と
め
、
郷
里
越
後

の
文
人
の
事
跡
を
追
い
、
そ
れ
を
『
北
越
詩
話
』
に
ま
と
め
た
。
柳
湾
に
つ

3



い
て
の
記
述
は
、
そ
の
巻
四
に
あ
る
（
6
）。

五
峰
は
、「
館
氏
系
譜
」
な
ど
の
多
く
の
資
料
を
渉
猟
し
つ
つ
、
柳
湾
の

詩
人
と
し
て
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
と
く
に
強

調
さ
れ
て
い
る
の
が
、
柳
湾
の
詩
に
お
け
る
濃
密
な
情
感
の
表
現
で
あ
る
。

五
峰
の
主
張
は
、
近
世
後
期
の
文
人
頼
山
陽
と
幕
末
の
儒
者
鷲
津
毅
堂
に
よ

る
柳
湾
へ
の
評
価
を
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
の
要
点
は
「
芬
芳
悱
惻
」
と
い
う

言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
う
し
た
理
解
が
な
さ
れ
た
背
景

も
含
め
、
五
峰
の
考
え
を
追
っ
て
ゆ
く
。

山
陽
は
、
中
国
・
日
本
の
文
人
に
つ
い
て
批
評
し
た
「
論
詩
絶
句
二
十
七

首
」（『
山
陽
遺
稿
』
巻
二
）
の
第
二
四
首
に
お
い
て
、「
時
好
遷
移
如
循
環

／
百
年
唯
鬧
宋
明
間
／
誰
従
唐
尾
占
閑
地
／
西
有
竹
田
東
柳
湾
（
時
好
の
遷

移
す
る
こ
と
循
環
す
る
が
如
し
／
百
年

唯
だ
鬧
か
ま
び
すし

宋
明
の
間
／
誰
か
唐

尾
に
よ
り
て
閑
地
を
占
む
／
西
に
竹
田
有
り

東
に
柳
湾
）」
と
詠
い
、
柳

湾
に
つ
い
て
、
田
能
村
竹
田
と
と
も
に
、
晩
唐
の
詩
を
推
奨
し
た
人
物
で
あ

る
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
毅
堂
は
、「
論
詩
絶
句
十
二
首
」（『
六
名
家
詩
鈔
』
巻
五
）

の
第
一
〇
首
に
お
い
て
「
芬
芳
悱
惻
好
風
情
／
妙
手
独
弾
雲
和
筝
／
一
様
晩

唐
同
雅
好
／
君
彜
那
得
比
枢
卿
（
芬
芳
悱
惻

好
風
情
／
妙
手

独
り
弾
ず

雲
和
の
筝
／
一
様

晩
唐

雅
好
を
同
じ
く
す
る
も
／
君
彜
〔
筆
者
注

竹

田
の
こ
と
〕
何
ぞ
枢
卿
〔
同
注

柳
湾
の
こ
と
〕
に
比
す
る
を
得
ん
（
7
））」
と

叙
し
、
山
陽
の
評
価
に
対
し
反
論
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
竹
田
と
柳
湾
と

は
、
と
も
に
晩
唐
詩
を
好
ん
だ
が
、
柳
湾
が
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
と
論
じ
、

ま
た
、
彼
の
詩
に
つ
い
て
、「
芬
芳
悱
惻
」
で
あ
り
、
雲
和
の
良
質
な
木
材

で
作
ら
れ
た
筝
の
音
の
よ
う
だ
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

五
峰
は
『
北
越
詩
話
』
中
に
お
い
て
、
山
陽
と
毅
堂
の
詩
の
両
方
を
引
用

し
つ
つ
、
毅
堂
を
支
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
毅
堂
の
詩
に
つ
い
て
「
平

允
の
見
〔
筆
者
注

公
平
な
見
解
〕、
始
め
て
公
論
と
為
す
」（
四
〇
〇
頁
）

と
述
べ
、「
而
し
て
芬
芳
悱
惻
の
目
に
至
り
て
は
、
這
老
〔
同
注

柳
湾
の

こ
と
〕
の
擅
場
、
他
人
の
企
及
す
る
能
は
ざ
る
も
の
」（
同
）
と
論
じ
て
い

る
。そ

こ
で
「
芬
芳
悱
惻
」
の
語
の
意
味
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
毅
堂

ら
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
袁
枚
の
「
人
必
先
有
芬
芳
悱
惻
之
懐
、
而

後
有
沈
郁
頓
挫
之
作
（
人
に
は
必
ず
先
づ
芬
芳
悱
惻
の
懐
有
り
て
、
而
る
後

に
沈
郁
頓
挫
の
作
有
り
）」（『
随
園
詩
話
』
巻
一
四
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
、

強
い
感
情
、
思
い
の
た
け
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
言
う
感

情
と
は
憤
怒
や
劣
情
で
は
な
く
、
詩
で
述
べ
ら
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
悲

哀
に
富
ん
だ
美
し
い
情
調
を
指
し
て
い
る
（
8
）。
す
な
わ
ち
、
毅
堂
は
、
柳
湾
を
、

哀
愁
を
詠
う
詩
人
と
し
て
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
見
る
「
過
旧
送
別
処
（
旧も
と

の
送
別
の
処
を
過
ぐ
）」
は
、『
北
越
詩

話
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
五
峰
の
言
う
柳
湾
詩
の
特
徴
が
最
も
よ
く

表
れ
た
作
と
考
え
ら
れ
る
。

曾
賦
銷
魂
傷
別
離

曾
て
銷
魂
を
賦
し

別
離
を
傷い
た

む

美
人
今
已
隔
天
涯

美
人

今

已
に
天
涯
を
隔
つ

憑
誰
与
説
江
郎
恨

誰
に
憑よ

り
て
か

与た
め

に
説
か
ん

江
郎
の
恨
み

南
浦
重
過
春
草
時

南
浦

重
ね
て
過す

ぐ

春
草
の
時（『

柳
湾
漁
唱
』）
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こ
の
詩
は
、
江
淹
「
別
賦
」
の
「
送
君
南
浦
／
傷
如
之
何
（
君
を
南
浦
に

送
る
／
傷
め
ど
も
之
を
如
何
せ
ん
）」
や
『
楚
辞
』「
招
隠
士
」
に
お
け
る

「
王
孫
遊
兮
不
帰
／
春
草
生
兮
萋
萋
（
王
孫
遊ゆ

き
て
帰
ら
ず
／
春
草
生
じ
て

萋
萋
た
り
）」、
同
九
歌
「
河
伯
」
の
「
子
交
手
兮
東
行
／
送
美
人
兮
南
浦

（
子
と
手
を
交
へ
て
東
行
し
／
美
人
を
南
浦
に
送
る
）
と
い
っ
た
表
現
を
踏

ま
え
つ
つ
、
か
つ
て
友
人
と
別
れ
た
地
に
お
い
て
、
再
び
哀
情
を
催
す
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
む
か
し
友
を
送
っ
た
南
の
岸
辺
に
は
、
別
離

を
象
徴
す
る
春
の
草
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
と
も
に
哀
し
み
を
語
ら
う
べ
き

そ
の
人
は
は
る
か
隔
た
っ
た
土
地
に
い
る
と
詠
っ
て
い
る
。

五
峰
は
、
柳
湾
の
詩
の
あ
り
方
を
、
明
治
期
の
詩
壇
に
お
い
て
支
配
的
な

地
位
に
あ
っ
た
森
春
濤
一
派
の
そ
れ
と
系
譜
づ
け
て
考
え
て
も
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
明
治
の
初
、
森
春
濤
、
艶
麗
の
詞
を
唱
へ
て
一
時
を
風
靡
す
。
亦

た
柳
湾
之
が
先
声
を
為
せ
り
と
謂
ふ
も
可
な
り
」（『
北
越
詩
話
』
四
〇
一

頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

五
峰
は
自
身
漢
詩
を
よ
く
し
、
春
濤
や
そ
の
子
槐
南
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

柳
湾
の
唯
美
的
な
表
現
を
、
自
ら
が
親
し
ん
だ
詩
風
の
先
駆
を
な
す
も
の
と

位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
『
作
詩
作
文
之
友
』「
読
詩
偶
評
」
に
お
け
る
柳
湾
評

『
北
越
詩
話
』
は
大
正
期
以
降
の
柳
湾
を
論
じ
る
者
に
と
っ
て
、
一
つ
の

標
準
と
な
っ
て
お
り
、
荷
風
も
こ
の
文
献
を
参
照
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の

『
北
越
詩
話
』
の
史
的
意
味
を
考
え
る
た
め
に
は
、
も
う
一
つ
そ
れ
よ
り
前

に
刊
行
さ
れ
た
資
料
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
資
料
で
あ
る
が
（
9
）、
明
治
三

一
・
二
年
に
『
作
詩
作
文
之
友
』（
以
下
、『
作
詩
』
と
も
言
う
）
と
い
う
雑

誌
に
連
載
さ
れ
た
「
読
詩
偶
評
」
と
い
う
記
事
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
記

事
は
、「
虱し
っ

仙せ
ん

」
と
「
鼠そ

聖せ
い

」
と
い
う
戯
号
を
名
乗
る
二
人
に
よ
る
対
話
の

形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
江
戸
時
代
の
漢
詩
人
の
詩
に
対
す
る

批
評
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
先
に
触
れ
た
『
新
選
十
二
家
絶
句
』
に
収
録

さ
れ
た
、
柳
湾
を
含
む
一
二
名
の
近
世
漢
詩
人
の
作
に
つ
い
て
論
評
し
て
い

る
。戯

名
を
名
乗
る
二
人
の
う
ち
、
虱
仙
に
つ
い
て
は
、
森
春
濤
門
下
の
詩
人

で
あ
り
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
、
東
京
漢
詩
壇
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た

岩
渓
裳
川
（
嘉
永
五
年
〈
一
八
五
二
〉
〜
昭
和
一
八
年
〈
一
九
四
三
〉）
と

分
か
る
（

）。
も
う
一
人
の
「
鼠
聖
」
に
つ
い
て
は
特
定
が
難
し
い
が
、
明
治
期

10

の
東
京
漢
詩
壇
の
一
人
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
（

）。
明
治
期
に
は
な
お
、
漢
詩

11

人
は
、
社
会
的
に
名
を
知
ら
れ
て
い
た
が
、「
読
詩
偶
評
」
は
、
そ
の
よ
う

な
専
門
漢
詩
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
読
詩
偶
評
」
に
は
辛
辣
な
批
評
が
多
く
、
様
々
な
詩
人
が
論
難
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
柳
湾
は
例
外
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、「
柳
湾
の
詩
の
余
り
に
面
白
け
れ
ば
、
昨
夜
枕
上
に
て

柳
湾
漁
唱
三
篇
を
見
し
が
〔
下
略
〕」（『
作
詩
』
一
一
号
、
一
七
頁
）
や

「
柳
湾
は
不
幸
に
も
後
人
の
推
重
す
る
山
陽
の
如
き
も
の
な
き
を
以
て
、
詩

名
は
遠
く
茶
山
に
及
ば
ざ
る
も
、
絶
句
抔ば
か
りは
夐は
る
かに
茶
山
の
上
に
在
る
な
り
」

（『
作
詩
』
一
四
号
、
一
二
頁
）
と
い
っ
た
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

重
要
な
の
は
、「
読
詩
偶
評
」
の
柳
湾
評
と
『
北
越
詩
話
』
の
そ
れ
と
の
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間
に
、
類
似
点
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
五
峰
が
、
柳
湾
の
詩
に

お
け
る
哀
情
の
表
現
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、「
読
詩

偶
評
」
に
お
い
て
も
、
柳
湾
の
詩
に
関
し
て
「
何
ん
と
も
な
き
様
な
れ
ど
、

其
何
と
も
な
き
中
に
、
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
情
韻
の
あ
る
を
妙
と
す
る
な

り
」
と
述
べ
て
い
る
（

）。
12

柳
湾
を
春
濤
一
派
の
詩
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
見
て
い
る
点
も
、『
北
越

詩
話
』
と
軌
を
一
に
す
る
。
柳
湾
の
詩
を
称
揚
す
る
際
に
は
、
し
ば
し
ば
春

濤
の
詩
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
（

）、
ま
た
、
虱
仙
に
は
「
柳
湾
は
唯
予
等
の
最

13

も
好
む
所
の
調
子
を
早
く
よ
り
為
し
た
る
」（『
作
詩
』
一
四
号
、
一
二
頁
）

と
い
っ
た
発
言
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
張
の
一
致
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
、
岩
渓
裳
川
は
春
濤
・
槐
南
が
率
い
て
い
た
詩
派
の
主

要
構
成
員
で
あ
り
、
五
峰
は
彼
ら
と
親
し
く
交
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、「
読

詩
偶
評
」
の
よ
う
な
認
識
が
東
京
漢
詩
壇
に
共
有
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
五

峰
が
『
北
越
詩
話
』
の
論
述
を
行
っ
た
と
推
測
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
北
越

詩
話
』
の
記
述
は
、
五
峰
と
い
う
よ
り
は
、
東
京
を
中
心
と
す
る
明
治
漢
詩

世
界
の
見
解
と
み
な
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

た
だ
、「
読
詩
偶
評
」
に
は
、『
北
越
詩
話
』
に
は
な
か
っ
た
批
評
の
傾
向

も
見
受
け
ら
れ
る
。
詩
の
言
葉
や
構
造
に
対
す
る
強
い
関
心
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
た
と
え
ば
、「
過
旧
送
別
処
」
詩
に
つ
い
て
、「
此
詩
は
一
種
の
風
神
あ

り
。
真
に
是
れ
詩
の
三
昧
に
入
る
も
の
」
と
称
賛
し
て
い
る
も
の
の
、
起
句

の
「
傷
」
の
字
が
「
銷
魂
」
の
「
銷
」
の
字
と
意
味
の
上
で
重
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
、
瑕
瑾
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
価
値
観
を
持
つ
東
京
の
漢
詩
人
た
ち
が
、
柳
湾
の
詩
の
な
か
で

も
最
も
優
れ
た
作
と
考
え
た
の
が
、
次
に
掲
げ
る
「
読
隋
紀
（
隋
紀
を
読

む
）」
で
あ
っ
た
。「
読
詩
偶
評
」
で
は
、
こ
の
詩
に
全
句
圏
点
が
振
ら
れ
て

お
り
、
虱
仙
は
「
此
詩
は
先
づ
柳
湾
が
詩
中
の
第
一
と
推
さ
ざ
る
を
得
ざ
る

べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

千
里
春
風
隄
柳
斜

千
里
の
春
風

隄
柳

斜
な
り

龍
舟
供
奉
尽
宮
娃

龍
舟
の
供
奉
は

尽
こ
と
ご
とく
宮
娃

君
王
独
悔
平
陳
日

君
王

独
り
悔
ゆ

陳
を
平
ぐ
る
の
日

枉
翦
青
溪
一
朶
花

枉む
な

し
く
翦き

る

青
溪

一
朶
の
花（『

柳
湾
漁
唱
』）

詩
は
、
そ
の
前
半
に
お
い
て
、
隋
の
煬
帝
が
建
設
し
た
大
運
河
（
隋
堤
）

の
様
子
を
詠
い
、
後
半
に
お
い
て
、
栄
華
の
た
だ
中
に
あ
る
隋
の
煬
帝
の
心

中
に
つ
い
て
推
測
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
柳
た
な
び
く
運
河
に
は
、

宮
女
ば
か
り
を
載
せ
た
舟
が
行
き
来
す
る
が
、
煬
帝
は
内
心
で
は
、
陳
の
宮

女
で
絶
世
の
美
女
で
あ
っ
た
張
麗
華
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
て
い
る
。

「
青
溪
」
は
、
陳
後
主
と
張
麗
華
が
、
晋
王
広
、
す
な
わ
ち
後
の
煬
帝
に

よ
り
斬
殺
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、『
南
史
』
張
麗
華
列
伝
に
は
、「
及
隋
軍
克

台
城
、
貴
妃
与
後
主
倶
入
井
。
隋
軍
出
之
、
晋
王
広
命
斬
之
于
青
渓
中
（
隋

軍
の
台
城
を
克と

る
に
及
び
て
、
貴
妃
と
後
主
と
は
俱
に
井
に
入
る
。
隋
軍
、

之
を
出
し
て
。
晋
王
広
、
命
じ
て
之
を
青
渓
中
に
斬
ら
し
む
）」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
陳
後
主
ら
が
飛
び
込
ん
だ
井
戸
は
、「
臙
脂
井
」
と
い
う

名
で
今
日
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
詩
に
つ
い
て
、
鼠
聖
は
、「
ド
ヲ
デ
ス
上
手
な
も
ん
で
す
な
、
青
渓

一
朶
の
花
（
張
麗
華
を
云
ふ
）
を
枉
剪
せ
し
を
悔
る
と
は
、
絶
好
議
論
な

り
」（『
作
詩
』
一
一
号
、
一
五
頁
、
括
弧
内
は
原
文
の
ま
ま
）
と
奇
抜
な
着

想
を
美
し
い
言
葉
で
表
現
し
た
点
を
評
価
し
て
い
る
。
虱
仙
は
、「
承
句
の

妙
あ
り
て
、
後
の
議
論
を
出
す
な
れ
ば
、
此
句
を
四
句
中
の
最
も
妙
句
と
す

る
」
と
論
じ
、
こ
の
詩
で
最
も
優
れ
た
点
は
、
歴
史
解
釈
を
述
べ
た
転
結
句

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
く
承
句
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
読
詩
偶
評
」
に
お
け
る
、
言
葉
や
構
造
へ
の
関
心
が
看
取
さ
れ
る
。

四
『
作
詩
作
文
之
友
』
に
お
け
る
柳
湾
以
外
の
江
戸
漢
詩
人
に
対

す
る
評
価

『
作
詩
作
文
之
友
』
に
お
け
る
柳
湾
評
価
の
性
質
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
柳
湾
以
外
の
詩
人
に
つ
い
て
の
評
価
も
見
て
ゆ
こ
う
。

江
戸
・
江
湖
詩
社
の
中
心
人
物
菊
池
五
山
を
例
に
と
る
。「
読
詩
偶
評
」

に
お
い
て
最
も
高
い
評
価
を
受
け
た
の
は
柳
湾
で
あ
る
が
、
逆
に
最
も
辛
辣

な
批
判
を
受
け
た
の
が
、
こ
の
五
山
で
あ
る
。
と
く
に
鼠
聖
は
「
予
は
五
山

の
詩
は
大
嫌
な
り
」（『
作
詩
』
一
〇
号
、
一
〇
頁
）
と
述
べ
、
そ
の
詩
に
つ

い
て
「
一
読
す
る
と
悪
息
が
紛
々
鼻
を
衝
け
り
」「
予
は
五
山
の
詩
を
読
む

と
、
三
斗
の
酸
液
を
嘔
出
す
る
如
し
」（
同
）
と
強
く
批
判
し
て
い
る
（

）。
14

五
山
の
詩
に
対
す
る
批
判
の
多
く
は
、
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
五
山
に
「
四
山
堆
雪
玉
玲
瓏
／
月
落
荒
村

夜
色
空
／
炬
火
隔
渓
紅
一
線
／
已
知
猟
手
到
寒
熊
（
四
山
の
堆
雪

玉

玲

瓏
た
り
／
月
落
ち
て

荒
村

夜
色

空む
な

し
／
炬
火

渓
を
隔
て
ゝ

紅

一
線
／
已
に
知
る

猟
手
の
寒
熊
に
到
る
を
）」（「
宿
山
村
（
山
村
に
宿

る
）」『
今
四
家
絶
句
』）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
冬
の
山
村
に
宿
泊
し
た
際
、

谷
を
隔
て
た
彼
方
に
熊
を
追
う
猟
師
の
焚
き
火
を
見
た
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
詩
に
対
し
て
、
鼠
聖
は
、「
此
詩
は
用
語
措
語
共
に
粗
笨
を
免
れ

ず
」
と
評
を
述
べ
、
ほ
ぼ
一
句
ご
と
に
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
起
句
の
「
玉
玲
瓏
」
に
つ
い
て
は
、
天
子
の
庭
園
や
宮
廷
な

ど
に
対
し
て
使
う
雅
び
な
語
彙
で
あ
り
、
荒
涼
と
し
た
山
村
の
冬
景
色
を
形

容
す
る
際
に
、
こ
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
承
句
の
「
紅
一
線
」
に
つ
い
て
も
、
熟
し
た
表
現
で
は
な
く
、「
紅

一
点
」
の
方
が
自
然
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

措
辞
や
構
造
に
執
着
す
る
傾
向
は
、
議
論
に
使
わ
れ
て
い
る
詩
学
用
語
に

注
目
す
る
と
、
よ
り
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。「
読
詩
偶
評
」
で
は
、
詩
語
同

士
の
イ
メ
ー
ジ
の
連
関
が
十
分
で
な
い
場
合
、「
襯
着
」
し
な
い
と
い
う
表

現
を
用
い
て
、
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
市
河
寛
斎
の
「
菊

枕
」
詩
（『
寛
斎
先
生
遺
藁
』
巻
三
）
の
起
句
「
東
籬
幽
味
不
勝
清
（
東
籬

の
幽
味

清
き
に
勝た

へ
ず
）」
に
対
し
て
は
、「
起
承
は
東
籬
と
幽
味
、
襯
着

を
得
ず
」（
八
号
、
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
が
き
を
形

容
す
る
場
合
は
、「
秋
色
」
な
ど
の
語
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
く
、
奥
深
い
と
い

う
意
の
「
幽
味
」
は
、
あ
ま
り
に
漠
然
と
し
過
ぎ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
字
面
」
と
い
う
言
葉
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
柏

木
如
亭
「
木
母
寺
」（『
如
亭
山
人
藁
』）
の
起
句
「
隔
水
香
羅
雑
踏
過
（
水

を
隔
て

香
羅
は
雑
踏
と
し
て
過
ぎ
）」
に
対
し
て
は
、
鼠
聖
が
「
未
だ
佳

な
ら
ず
」
と
指
摘
し
、「『
雑
踏
過
』
の
字
面
は
、
い
か
に
も
十
分
な
ら
ず
と
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す
る
も
、
此
三
字
の
欠
瑩
の
た
め
、
完
作
な
ら
ず
と
は
、
少
し
山
人
に
気
の

毒
な
り
」（『
作
詩
』
九
号
、
一
七
頁
）
と
応
じ
て
い
る
。

実
際
に
、
明
治
期
東
京
の
漢
詩
人
た
ち
は
、
詩
学
に
お
け
る
知
識
の
点
で
、

江
戸
時
代
の
詩
人
よ
り
も
、
自
身
た
ち
の
方
が
進
歩
し
て
い
る
と
い
う
、
強

烈
な
自
負
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
鼠
聖
は
、
茶
山
の
「
柏
谷
途
中
」

（『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
巻
二
）
や
「
江
良
路
上
」（『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
後

編
』
巻
七
）
な
ど
の
詩
を
評
し
て
、「
文
化
文
政
よ
り
、
天
保
度
の
詩
人
な

ど
は
、
此
位
の
詩
を
作
り
て
も
、
茶
山
先
生
と
、
人
々
其
詩
を
伝
称
せ
し
は
、

随
分
詩
人
の
気
楽
な
時
な
り
し
」（『
作
詩
』
一
四
号
、
一
一
頁
）
と
評
し
て

い
る
。
ま
た
、
頼
杏
坪
の
「
夜
雨
宿
双
白
堂
」
詩
（『
春
草
堂
詩
鈔
』
巻
七
）

に
対
し
て
「
今
日
我
々
が
作
る
に
は
、
今
少
し
字
句
の
間
に
も
、
工
夫
を
せ

ね
ば
な
ら
ん
所
な
り
」（『
作
詩
』
一
六
号
、
二
頁
）
と
述
べ
、
明
治
期
の
詩

人
た
ち
は
、
江
戸
時
代
よ
り
も
、
さ
ら
に
質
の
高
い
作
を
作
る
た
め
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

彼
ら
の
指
摘
の
な
か
に
は
、
今
日
か
ら
見
て
、
厳
格
に
す
ぎ
る
も
の
や
妥

当
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
も
の
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
明
治
中
期
の
東
京
漢
詩

壇
を
覆
っ
て
い
た
感
覚
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
詩
人
た
ち
は
、
言

葉
の
用
い
方
に
対
し
て
敏
感
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
詩
の
価
値
を
決
め

て
い
た
。
柳
湾
は
こ
う
し
た
価
値
観
の
も
と
で
、
き
わ
め
て
優
れ
た
詩
人
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五

荷
風
の
柳
湾
評
価
に
お
け
る
独
自
性

以
上
の
よ
う
な
変
遷
を
経
た
後
に
、
大
正
一
三
年
か
ら
一
四
年
（
一
九
二

四
〜
一
九
二
五
）
に
か
け
て
の
荷
風
の
柳
湾
へ
の
言
及
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
近
世
後
期
以
来
の
潮
流
を
踏
ま
え
た
場
合
、
荷
風
の
柳
湾
に
対
す
る
理

解
は
、
ど
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
指
摘
す
べ
き
は
、
荷
風
が
、『
北
越
詩
話
』
に
お
け
る
柳
湾
の
理

解
に
対
し
て
反
駁
を
試
み
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
五
峰

は
柳
湾
の
詩
の
要
諦
を
「
芬
芳
悱
惻
」
に
あ
る
と
見
て
い
た
。
し
か
し
、
荷

風
は
、『
葷
斎
漫
筆
』
に
お
い
て
「
柳
湾
の
作
中
こ
ゝ
に
予
の
愛
誦
し
て
措

く
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
は
毅
堂
の
評
し
て
芬
芳
悱
惻
と
な
せ
し
も
の
よ
り
も
、

寧
（
む
し
ろ
）淡
雅
清
洒
な
る
目
白
台
園
居
の
諸
作
な
り
と
す
」（『
全
集
』
第
一
五

巻
・
四
五
九
頁
）
と
述
べ
、
柳
湾
の
平
明
な
詩
を
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
論

じ
て
い
る
。
い
わ
ば
明
治
中
期
以
来
、
定
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
柳
湾
へ
の
認
識

に
、
大
き
な
変
更
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
同
時
に
目
を
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
荷
風
は
、
人
間
関

係
の
点
で
は
、
明
治
期
の
東
京
漢
詩
壇
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
荷
風
の
父
永
井
禾
原
が
、
春
濤
門
下
の
漢
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
そ
う
言
え
る
が
、
柳
湾
評
価
に
関
し
て
、
よ
り
重
要
な
の
は
、「
読

詩
偶
評
」
の
執
筆
者
の
一
人
と
目
さ
れ
る
岩
渓
裳
川
が
荷
風
の
漢
詩
の
師
で

あ
り
（

）、『
下
谷
の
は
な
し
』
や
『
葷
斎
漫
筆
』
を
執
筆
し
て
い
た
時
期
に
、

15
数
度
面
会
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
断
腸
亭
日
乗
』

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月
二
一
日
に
は
、「
午
前
三
番
町
二
七
不
動

祠
後
岩
渓
裳
川
先
生
の
寓
居
を
訪
ひ
、
春
濤
詩
鈔
の
こ
と
に
つ
き
て
教
を
乞

ふ
」（『
全
集
』
第
二
一
巻
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
九
月
二
七
日
に
は
裳
川
が
荷
風
宅
を
来
訪
、
同
一
五
年
（
一
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九
二
六
）
三
月
二
九
日
に
は
書
籍
返
却
の
た
め
、
荷
風
が
裳
川
宅
を
訪
れ
て

い
る
。
こ
の
年
の
四
月
一
九
〜
二
一
日
に
か
け
て
は
、
荷
風
の
詩
を
裳
川
が

添
削
し
、
添
削
を
経
た
詩
を
荷
風
は
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。
明
示
的
な

証
拠
は
見
出
し
得
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
機
会
に
裳
川
か
ら
柳
湾
に
つ
い

て
の
高
い
評
価
を
耳
に
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

詞
華
集
に
お
け
る
収
録
状
況
か
ら
考
え
た
場
合
、
荷
風
が
好
ん
だ
詩
の
い

く
つ
か
は
、
近
世
期
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
た
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
荷
風
が
『
葷
斎
漫
筆
』
に
お
い
て
言
及
し
た
「
雑

司
谷
雑
題
」（『
柳
湾
漁
唱
二
集
』）、「
初
冬
即
事
（
第
二
首
）」（
同
）
の
詩

は
、
近
世
期
の
詞
華
集
に
お
い
て
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（

）。
16

と
く
に
荷
風
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ャ
ム
（
Francis
Jam
m
es）
や

ポ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
（
PaulFort）
に
近
い
情
趣
を
感
じ
る
と
述
べ
、
高

く
評
価
し
た
「
雑
司
谷
雑
題
」
の
第
二
首
（
鬼
子
母
神
の
縁
日
に
お
い
て
売

ら
れ
る
風
車
に
つ
い
て
詠
っ
た
も
の
）
及
び
第
三
首
（
す
す
き
で
作
っ
た
梟

の
玩
具
が
店
で
売
ら
れ
て
い
る
に
つ
い
て
詠
っ
た
も
の
（

））
に
つ
い
て
は
、
同

17

じ
も
の
が
、
す
で
に
『
新
選
十
二
家
絶
句
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
（

）。
荷
風
が

18

注
目
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
す
で
に
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
は
、「
読
詩
偶
評
」
に
お
い
て
も
、「
能
く
作
り
た

り
、
見
る
様
だ
ね
ー
」（
虱
仙
、
第
二
首
に
対
す
る
も
の
）、「
後
の
詩
の
趣

向
が
面
白
し
、
一
寸
出
来
ん
」（
鼠
聖
）、「
こ
ん
な
事
も
云
ひ
様
で
詩
と
な

る
な
り
」（
虱
仙
、
以
上
、
第
三
首
に
対
す
る
も
の
、
以
上
、『
作
詩
』
一
一

号
、
一
七
頁
）
な
ど
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
裳
川
ら
明
治
東
京
の
漢
詩
人
と

荷
風
と
で
は
、
柳
湾
に
対
す
る
認
識
の
方
向
性
を
異
に
し
て
い
た
が
、
具
体

的
に
ど
の
詩
を
好
む
か
と
い
う
点
で
は
、
一
致
す
る
部
分
も
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

し
か
し
、『
葷
斎
漫
筆
』
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
詩
の
中
で
も
、
次
に
掲

げ
る
「
秋
尽
（
秋

尽つ

く
）」
詩
は
、
今
回
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
近
世

後
期
以
降
の
詞
華
集
に
お
け
る
採
録
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

静
裏
空
驚
歳
月
流

静
裏

空
し
く
驚
く

歳
月
の
流
る
ゝ
に

閑
亭
独
坐
思
悠
悠

閑
亭

独
り
坐
し

思
ひ

悠
悠
た
り

老
愁
如
葉
掃
難
尽

老
愁
は

葉
の
如
く

掃は
ら

へ
ど
も
尽
き
が
た
し

蔌
蔌
声
中
又
送
秋

蔌そ
く

蔌そ
く

声
中

又
た

秋
を
送
る

（『
柳
湾
漁
唱
二
集
』）

詩
は
、
老
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
愁
い
を
、
は
ら
っ
て
も
尽
き
な
い
落
葉
に

喩
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
静
か
な
あ
ず
ま
や
に
一
人
佇
み
、
は
ら
は
ら
と

い
う
落
葉
が
散
る
音
を
聞
き
な
が
ら
、
時
の
流
れ
の
早
さ
に
思
い
至
っ
た
と

詠
っ
て
い
る
。

な
お
、
寓
目
し
得
な
い
関
係
文
献
が
存
在
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
こ
の

詩
は
、
荷
風
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
見
出
さ
れ
た
〝
名
作
〞
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。

あ
る
い
は
、
荷
風
が
「
秋
尽
」
詩
に
目
を
留
め
た
の
は
、
西
洋
文
学
の
知

識
と
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
落
葉
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
は
、
た

と
え
ば
、「
げ
に
わ
れ
は

う
ら
ぶ
れ
て

こ
ゝ
か
し
こ

さ
だ
め
な
く

と
び
散
ら
ふ

落
葉
か
な
」
と
い
う
、
上
田
敏
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
（「
落

葉
」『
海
潮
音
』
一
九
〇
五
年
）、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
の
詩
人
ポ
ー
ル
・
ヴ
ェ
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ル
レ
ー
ヌ
（
PaulV
erlaine）
の
「
秋
の
歌
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
荷
風
は

『
あ
め
り
か
物
語
』「
お
ち
葉
」（『
全
集
』
第
四
巻
）
に
お
い
て
、
こ
の
「
秋

の
歌
」
を
引
用
し
つ
つ
、「
人
の
身
を
落
葉
に
比
る
例
は
、
新
し
か
ら
ぬ
だ

け
、
い
つ
も
身
に
し
む
思
ひ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
荷
風
が
『
柳
湾
漁
唱
』
を
読
ん
だ
の
は
、
大
正
一
三
年
の
一
一
月

一
〇
日
前
後
で
あ
り
（

）、
ち
ょ
う
ど
落
葉
の
季
節
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
様
々

19

な
要
素
が
重
な
っ
て
、
今
日
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
柳
湾
の
作

は
日
の
目
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
世
後
期
以
降
に
発
表
さ
れ
た
詩
話
や
評
論
、
詞
華
集
な
ど

を
通
覧
し
、
柳
湾
詩
に
対
す
る
評
価
の
変
遷
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

在
世
時
か
ら
柳
湾
は
、
中
晩
唐
の
詩
を
愛
し
、
自
身
の
詩
を
錬
磨
し
て
や

ま
な
い
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
岩
渓
裳
川
ら
明
治
期
の
東
京
で
活

躍
し
た
漢
詩
人
、
さ
ら
に
は
坂
口
五
峰
に
よ
っ
て
、
柳
湾
の
情
趣
豊
か
で
洗

練
さ
れ
た
詩
が
喧
伝
さ
れ
、
そ
の
声
価
は
ま
す
ま
す
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、

荷
風
が
、
柳
湾
の
平
明
な
詩
を
評
価
し
、
柳
湾
の
詩
人
像
の
理
解
に
新
た
な

展
開
を
も
た
ら
し
た
。

た
だ
、
柳
湾
を
め
ぐ
る
議
論
の
様
相
は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

裳
川
ら
に
よ
る
「
読
詩
偶
評
」
の
柳
湾
へ
の
高
い
評
価
と
、
五
峰
『
北
越
詩

話
』
に
お
け
る
そ
れ
と
は
、
と
も
に
森
春
濤
か
ら
の
潮
流
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
両
者
の
間
に
は
、
力
点
の
置
き
方
に
違
い
が
あ
る
。

「
読
詩
偶
評
」
の
批
評
は
、『
北
越
詩
話
』
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
よ
り
詩

の
措
辞
と
構
成
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
柳
湾
詩
へ
の
見
解
と
い
う
点
で
は
、
多
く
の
異
な
る
部
分
を
持
つ

裳
川
と
荷
風
と
が
、
詩
の
道
に
お
い
て
師
弟
の
関
係
に
あ
る
な
ど
、
人
間
関

係
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
事
態
は
よ
り
錯
綜
の
感
を
増
す
。

最
後
に
、
現
代
の
選
詩
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
今
日
の
代
表
的
な
詞

華
集
に
は
、
永
井
荷
風
に
よ
る
評
価
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、「
秋
尽
」
の
詩

は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
収
載
さ
れ
る
一
方
で
、
近
世
後
期
に
お
い
て
評

価
の
高
か
っ
た
「
高
山
竹
枝
（
第
二
首
）」
や
、
明
治
の
詩
人
た
ち
が
、
柳

湾
の
詩
中
の
傑
作
と
称
し
た
「
読
隋
記
」
詩
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
（

）。
20

柳
湾
を
め
ぐ
る
評
価
の
変
遷
は
、
何
を
優
れ
た
詩
と
考
え
る
か
の
基
準
が
、

時
代
に
よ
っ
て
い
か
に
異
な
っ
て
い
る
か
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
。

注（1
）
館
柳
湾
の
詩
及
び
伝
記
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
に
、

『
館
柳
湾
資
料
集

附
・
巻
菱
湖
伝
（
巻
町
双
書
二
一
）』（
巻
町
、
一
九
七

四
年
）、
渡
辺
秀
英
『
柳
湾
漁
唱
註
（
巻
町
双
書
二
五
）』（
巻
町
、
一
九
七

七
年
）、
市
川
任
三
『
小
籟
吟
藁
―
館
柳
湾
自
筆
詩
稿
』（
太
平
書
屋
、
一
九

八
一
年
）、
鈴
木
瑞
枝
「
館
柳
湾
・
人
と
詩
」（『
柳
湾
漁
唱
』
太
平
書
屋
、

一
九
八
一
年
）
徳
田
武
『
江
戸
詩
人
選
集
第
七
巻

野
村
篁
園
・
館
柳
湾
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）、
鷲
原
知
良
「
館
柳
湾
の
晩
唐
詩
受
容
―
皮
日

休
陸
亀
蒙
の
摂
取
例
を
中
心
に
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
二
三
号
、
一
九
九
九

年
八
月
）、
鈴
木
瑞
枝
『
日
本
漢
詩
人
選
集
第
一
三
巻
・
館
柳
湾
』（
研
文
出

版
、
一
九
九
九
年
）、
石
川
忠
久
『
茶
を
う
た
う
詩
―
『
詠
茶
詩
録
』
詳
解
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
な
お
、『
柳
湾
漁
唱
註
』

は
、
柳
湾
詩
の
全
注
解
で
あ
り
至
便
だ
が
、
い
く
つ
か
の
詩
に
つ
い
て
解
釈
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を
改
め
た
。

（
2
）
『
五
山
堂
詩
話
』
各
編
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、『
江
戸
の
詩
壇
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
―
「
五
山
堂
詩
話
」
の
世
界
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
二
五

頁
を
参
照
し
た
。

（
3
）
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
、「
読
農
書
（
偶
懐
）」「
雨
夜
宿
小

阪
駅
」「
詠
手
炉
」「
山
村
」（
以
上
、
巻
三
）、「
金
山
雑
詠
」（
補
編
巻
六
）

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
『
新
選
十
二
家
絶
句
』
中
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
と
重
複
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、「
寄
懐
山
田
元
凱
」「
過
旧
送
別
処
」「
謾
題
」「
読
隋
紀
」

「
上
金
輪
寺
後
閣
（
第
二
首
）」「
寄
致
遠
」「
栗
軒
偶
題
（
第
一
〜
五
首
）」

（
い
ず
れ
も
『
柳
湾
漁
唱
』
所
収
）
で
あ
る
。
ま
た
、『
天
保
三
十
六
家
絶

句
』
と
重
複
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、「
江
上
春
霽
」「
和
致
遠
見
友

人
別
妓
」「
夏
日
雑
題
（
第
一
首
）」「
雑
司
谷
雑
題
（
第
二
首
）」（
い
ず
れ

も
『
柳
湾
漁
唱
二
集
』
所
収
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

（
5
）
「
夏
日
雑
題
（
第
二
首
）」、「
弄
椀
珠
」（
い
ず
れ
も
『
柳
湾
漁
唱
二
集
』））

「
老
狸
鼓
腹
図
」（『
柳
湾
漁
唱
三
集
』）
で
あ
る
。

（
6
）
五
峰
が
柳
湾
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
明
治
一
七
年
（
一

八
八
四
）
に
遡
る
。
こ
の
年
、
五
峰
は
、『
林
園
月
令
』
の
稿
本
を
入
手
し
、

「
林
園
月
令
稿
本
歌
」（『
五
峰
遺
稿
』
巻
上
、
一
九
二
五
年
）
を
制
作
し
て

い
る
。
な
お
、『
北
越
詩
話
』
は
、『
新
潟
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
記
事
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
り
、
同
書
刊
行
以
前
に
、
五
峰
は
柳
湾
に
つ
い
て
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
こ
の
詩
に
は
異
同
が
あ
り
、『
湖
山
楼
詩
屏
風
三
・
四
集
』（
明
治
一
九
年

〈
一
八
八
六
〉
刊
）
で
は
、「
君
彜
那
得
較
枢
卿
」
と
す
る
（
傍
線
部
が
異
同

箇
所
）。

（
8
）
森
春
濤
「
詩
魔
自
詠
（
第
二
首
）」
に
も
「
平
生
不
必
患
才
多
／
奈
此
芬

芳
悱
惻
何
（
平
生

必
ず
し
も
才
の
多
き
を
患う

れ

へ
ざ
る
も
／
此
の
芬
芳
悱
惻

を
奈
何

い
か
ん

せ
ん
）」
と
い
う
詩
句
が
あ
り
、
同
じ
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）
「
読
詩
偶
評
」
は
、『
作
詩
作
文
之
友
』
八
号
（
明
治
三
二
年
〈
一
八
九

九
〉
三
月
〉
〜
二
〇
号
（
同
一
二
月
））
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
鞭
声
粛
粛
」
の
明
治
―
頼
山
陽
「
題
不
識
庵
撃
機

山
図
」
詩
と
詩
吟
・
剣
舞
」（『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
国
文
学
』
三
号
、
二
〇
一

三
年
六
月
）
に
お
い
て
論
及
し
た
。

（

）
注
五
拙
稿
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
虱
仙
は
、
自
身
が
服
部
南
郭
の
詩

10
に
つ
い
て
の
評
を
『
精
美
』
誌
上
の
「
骨
董
美
」
に
お
い
て
発
表
し
た
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
「
骨
董
美
」
は
、
裳
川
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、「
虱

仙
」
が
裳
川
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（

）
鼠
聖
に
つ
い
て
は
、
明
治
東
京
漢
詩
壇
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
森
槐
南
が

11
若
年
期
に
書
い
た
文
章
と
、
語
彙
・
内
容
の
両
面
で
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。「
読
詩
偶
評
」（
一
〇
号
、
一
三
頁
）
に
お
い
て
、
鼠
聖
は

「
五
山
の
詩
は
腐
気
満
紙
、
其
佳
と
な
す
も
の
は
、
皆
油
腔
滑
調
に
し
て
、

絶
て
清
新
と
云
ふ
所
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
森
槐
南
の
槐
南
の
「
詩

問
」（『
新
新
文
詩
』
二
集
、
明
治
一
八
年
六
月
）
に
は
、「
惜
ヒ
カ
ナ
、
文

化
文
政
ノ
諸
先
輩
、
競
テ
律
絶
ヲ
以
テ
相
標
榜
シ
、
務
メ
テ
模
擬
剽
窃
ノ
弊

ヲ
矯
セ
ン
ト
欲
シ
テ
、
油
腔
滑
調
ノ
害
ヲ
貽ノ

コ

ス
ヲ
知
ラ
ズ
」（
傍
線
部
の
語

彙
が
一
致
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
裳
川
一
人
が
対
話
形
式
で
執
筆
し

た
可
能
性
も
あ
る
。

（

）
こ
の
評
は
、「
南
浦
重
過
春
草
時
（
南
浦

重
ね
て
過
ぐ

春
草
の
時
）」

12
（「
過
旧
送
別
処
」
結
句
）
や
「
月
満
桃
花
水
漲
時
（
月
満
ち

桃
花

水

漲み
な
ぎる
の
時
）」（「
和
致
遠
見
友
人
別
妓
」
結
句
）
な
ど
の
表
現
に
つ
い
て
評

し
た
も
の
で
あ
る
。

（

）
た
と
え
ば
、
柳
湾
の
「
読
隋
記
」
に
つ
い
て
、
春
濤
の
「
詠
史
二
首
（
隋

13
二
世
）」（『
春
濤
詩
鈔
』
巻
四
）
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
共
に
好
議
論
と
な

す
べ
し
」（『
作
詩
』
一
一
号
、
一
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
柳
湾
の

「
和
致
遠
見
友
人
別
妓
」
詩
を
論
じ
る
際
、「
春
詩
百
題
存
二
十
五
（
第
六

首
・
春
水
）」（『
春
濤
詩
鈔
』
巻
四
）
を
挙
げ
、「
情
韻
相
似
て
双
璧
と
な
す

11



べ
き
も
の
」
と
評
し
て
い
る
（
同
、
一
六
頁
）。

（

）
た
だ
し
、
虱
仙
は
、「
そ
ん
な
に
云
ふ
程
、
五
山
の
詩
は
悪
く
は
な
い
て
」

14
（『
作
詩
』
一
〇
号
、
一
一
頁
）、「
五
山
も
そ
ん
な
に
棄
て
た
も
の
に
も
あ
ら

ず
、
未
だ
好
き
詩
も
あ
る
べ
し
」（
同
、
一
二
頁
）
と
や
や
批
判
の
調
子
を

弱
め
て
い
る
。

（

）
『
断
腸
亭
日
乗
』
中
、
最
も
早
い
柳
湾
関
係
記
事
は
、
大
正
一
三
年
二
月

15
一
一
日
の
「
電
車
に
て
牛
込
横
寺
町
二
十
三
番
地
長
源
寺
に
至
り
、
館
柳
湾

の
墓
を
展
す
。
寺
の
媼
の
談
に
柳
湾
一
家
の
墓
、
及
森
東
郭
、
岡
部
平
仲
の

墓
は
先
年
東
京
市
役
所
よ
り
保
存
の
命
あ
り
し
と
。
今
は
皆
無
縁
な
り
」

（『
全
集
』
第
二
一
巻
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、『
下
谷
の
は

な
し
』
執
筆
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
近
世
後
期
の
漢
詩
人
に
つ
い
て
調
査

す
る
な
か
で
、
荷
風
は
柳
湾
を
知
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
荷
風
は
「
是
よ
り
先
、
予
は
贅
を
岩
渓
裳
川
に
執
り
、
漢
詩
の
作
法
を
学

16
ぶ
」（『
断
腸
亭
日
乗
』
中
の
「
自
伝
」『
全
集
』
一
五
巻
、
四
八
六
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。
荷
風
の
漢
詩
歴
や
裳
川
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
池
澤
一
郎

『
荷
風
俳
句
集
』
解
説
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（

）
「
雑
司
谷
雑
題
」
第
二
首
は
以
下
の
と
お
り
。「
鬼
母
堂
前
満
路
塵
／
幾
群

17
香
火
晩
帰
人
／
風
車
斜
挿
籃
輿
上
／
紅
緑
渾
渾
転
彩
輪
（
鬼
母
堂
前

路
に

満
ち
る
塵
／
幾
群
の
香
火

晚
帰
の
人
／
風
車

斜
め
に
挿
す

籃
輿
の
上

／
紅
緑
渾
渾
転
彩
輪

紅
緑

渾
渾
と
し
て

彩
輪
を
転
ず
）」。
四
つ
手

籠
の
上
に
挿
さ
れ
た
風
車
の
赤
と
緑
が
く
る
く
る
と
回
っ
て
色
鮮
や
か
な
様

を
言
う
。
第
三
首
は
以
下
の
と
お
り
。「
孟
冬
之
月
雉
為
蜃
／
幾
歳
疑
懐
今

始
休
／
一
笑
西
邨
寺
前
路
／
芒
花
入
店
化
鴟
鵂
（
孟
冬
の
月

雉

蜃
は
ま
ぐ
りと
為

る
／
幾
歳
か
疑
懐
す
れ
ど

今

始
め
て
休や

む
／
一
笑
す

西
邨
寺
前
の
路

／
芒
花

店
に
入
り
て

鴟
鵂
に
化
す
を
）」。
起
句
は
、『
礼
記
』「
月
令
」

の
「
雉
入
大
水
為
蜃
（
雉

大
水
に
入
り
て
蜃
と
為
る
）」
を
踏
ま
え
る
。

す
な
わ
ち
、「『
礼
記
』
の
、
キ
ジ
が
大
ハ
マ
グ
リ
と
な
っ
た
と
は
分
か
ら
な

い
説
明
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
日
、
鬼
子
母
神
の
縁
日
で
は
じ
め
て
理
解

で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
ス
ス
キ
が
ミ
ミ
ズ
ク
に
化
け
て
い
る
の
だ
か
ら
（
す

す
き
で
作
っ
た
梟
の
玩
具
を
指
す
）」
と
詠
う
。

（

）
「
雑
司
谷
雑
題
」
は
全
六
首
の
連
作
詩
で
あ
る
が
、
ど
の
詩
篇
を
取
り
上

18
げ
ら
れ
る
か
は
、
詞
華
集
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。『
天
保
三
十
六
家
絶

句
』
に
第
一
、
二
首
が
、
ま
た
、『
北
越
詩
話
』
に
掲
載
さ
れ
た
三
浦
桐
陰

に
よ
る
選
詩
録
中
に
第
三
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。

（

）
『
断
腸
亭
日
乗
』
に
は
、
大
正
一
一
年
一
一
月
一
〇
日
の
条
に
「
枕
頭
に

19
柳
湾
漁
唱
あ
る
を
見
、
把
り
て
第
一
集
を
読
み
、
第
二
集
の
半
ば
に
及
ぶ
」

（『
全
集
』
第
二
一
巻
）、
同
一
一
日
の
条
に
「
枕
上
柳
湾
漁
唱
を
読
む
で
眠

る
」（
同
）
と
あ
る
。

（

）
た
と
え
ば
、『
新
釈
漢
文
大
系
四
八
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
）『
江
戸

20
詩
人
選
集
・
第
七
巻

野
村
篁
園
・
館
柳
湾
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）、

『
日
本
漢
詩
人
選
集
・
第
一
三
巻

館
柳
湾
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）

に
は
、「
高
山
竹
枝
（
第
二
首
）」、「
読
隋
記
」
の
二
詩
は
収
録
さ
れ
て
い
な

い
。

底
本
に
つ
い
て

諸
資
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
使
用
し
た
。

『
采
風
集
』、『
五
山
堂
詩
話
』、『
文
政
十
七
家
絶
句
』、『
天
保
三
十
六
家
絶
句
』

『
六
名
家
詩
鈔
』、『
皇
朝
分
類
名
家
絶
句
』、『
今
四
家
絶
句
』
…
『
詞
華
集
日
本

漢
詩
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
〜
八
四
年
）
を
使
用
。

『
柳
湾
漁
唱
』、『
寛
斎
先
生
遺
藁
』、『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
後
編
』、『
同
後
編
』、

『
春
濤
詩
鈔
』
…
『
詩
集
日
本
漢
詩
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
〜
一
九
九
〇
年
）

を
使
用
。

『
北
越
古
今
詩
選
』、『
新
選
十
二
家
絶
句
』、『
今
古
百
家
詩
文
』、『〈
才
子
必
誦
〉

崑
山
片
玉
』、『〈
騒
士
必
読
〉
今
古
詩
文
』
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
使
用

〈
複
写
及
び
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
確
認
〉。

『
鴎
盟
集
』
…
新
潟
大
学
図
書
館
（
佐
野
文
庫
）
蔵
本
を
使
用
（
複
写
）。
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『
篋
中
集
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
を
使
用
（
早
稲
田
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
よ
り
確
認
）。

『
如
亭
山
人
藁
』
…
『
如
亭
山
人
集
』（
太
平
書
屋
、
一
九
七
九
年
）
中
の
複
製
を

使
用
。

『
随
園
詩
話
』
…
『
中
国
古
典
文
学
理
論
批
評
専
著
選
輯
〔
第
二
版
〕』（
人
民
文

学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
を
使
用
。

『
作
詩
作
文
之
友
』
…
東
京
大
学
近
代
日
本
法
制
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑

誌
文
庫
）
本
、
及
び
架
蔵
本
を
使
用
。

な
お
、
荷
風
の
文
献
は
、
す
べ
て
『
荷
風
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

に
拠
っ
た
。

付
記

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
柏
木
隆
雄
氏
、
ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
複

写
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
国
立
国
会
図
書
館
、
新
潟
大
学
図
書
館
、
東
京
大
学

明
治
文
庫
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
大
沼
枕
山
に
「
今
茲
甲
辰
四
月
、
柳
湾
館
翁
没
矣
。

方
外
友
密
乗
上
人
、
命
画
師
某
摸
写
翁
真
、
請
花
亭
岡
本
君
、
題
詩
于
上
頭
、

会
余
及
諸
友
而
展
拝
之
。
即
次
花
𠅘
君
韻
（
今
茲
甲
辰
四
月
、
柳
湾
館
翁
没
せ

り
。
方
外
の
友
密
乗
上
人
、
画
師
某
に
命
じ
て
翁
の
真
を
摸
写
せ
し
め
、
花
亭

岡
本
君
に
請
ひ
て
、
詩
を
上
頭
に
題
せ
し
め
、
余
と
諸
友
と
を
会
し
て
之
を
展

拝
せ
し
む
。
即
ち
花
𠅘
君
の
韻
に
次
す
）」
詩
（『
枕
山
詩
鈔
』
巻
中
）
や
「
春

初
絶
句
、
倣
柳
湾
老
人
（
春
初
絶
句
、
柳
湾
老
人
に
倣
ふ
）」
詩
（『
枕
山
詩
鈔

二
編
』
巻
上
）
な
ど
の
柳
湾
に
言
及
し
た
詩
が
あ
り
、
荷
風
の
柳
湾
の
詩
に
対

す
る
関
心
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
枕
山
の
作
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
然
考
え
る
べ
き
問

題
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
触
れ
得
て
い
な
い
。
後
考
を
期
し
た
い
。
池
澤
氏

の
ご
教
示
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
論
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
歴
史
的
典
籍
に
関
す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
共
同
研
究
（
公
募
）「
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
古
典
形
成
の
研
究
な
ら

び
に
研
究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
日
本
漢
文
学
の
通
史
の
検
討
」

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ご
う
や
ま
・
り
ん
た
ろ
う

本
学
大
学
院
准
教
授
）
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